
18水分管理が不良な透析患者の意識と家族の関わり方の調査

Lはじめに

透析患者は体液量の調整機能が損なわれている為

に水分､塩分の過剰摂取により容易に血圧の上昇を

きたしやすい｡1)また､過剰な体王増加は透析中の

血圧低下を引き起こす｡安定した透析療法を行う為

に体王増加は透析聞1日でドライウェイト(以下D

W)の3%以内､透析間2日で5%以内とされている｡

当透析センターには 30名の患者が外来通院して

いる｡その内透析間2日で常に5%以上の体五増加

がみられる患者が10名 (33%)いる｡これまでにも

スタッフによるパンフレットを用いた指導や､栄養

士による食事指導などを実施してきたが十分な結果

が得られていないのが実情である｡措辞していく中

で患者の水分管理に対する意比や家族の関わり方な

どが体重増加に大きく影響していると思われた｡そ

こで､問鑑の原因をより詳しく分析する為にアンケ

ートを用いて調べることにした｡

Ⅱ.研究方法

1.調査期間:H17年5月から9月

2.対象:通院している透析患者とその家族

3.研究方法:水分管理､家族が日常生活行動に関わ

る項目を中心に作成したアンケートによる調査を

実施し､管理が良好な患者と不良な息者の結果を

比較する｡そして透析の関心度と家族の関わり度

をスコアー化して比較する｡

4.倫理的配慮:対象患者.家族に本研究の日的.参

加の自由､守秘義務､支間用紙は無名とし子-タ

は研究日的以外に使用しないことをロ現と文書で

税明し同意を得た｡
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5.用精の定義
良好な患者:透析間2日で体王増加が5%以内の

患者

不良な患者 :透析間2日で体重増加が5%以上の

患者

家族 =支援者を含む

透析の関心度:患者自身の食事､水分管理の実施

状況及び食事の知抜に関する内容を点数化したも

の｡

家族の関わり度:家族が患者に接していられる時

間や食事､水分管理の工夫に関わった内容を点数

化したもの｡

これらは点数が高いほど透析の関心､家族の関わ

りが高いことを示す｡透析の関心度は12点満点､

家族の関わり度は23点満点とした｡

計井方法:例 透析の関心度

塩分に気をつけていますか

できる限り気をつけている 2点

多少気をつけている 1点

気をつけていない 0点

Ⅱ.研究結果

配布人数 :良好群 男性10名 女性10名

不良群 男性 8名 女性2名

回収率:全体80%

良好群回収率:17名 85%

不良群回収率:7名 70%

患者全体の平均透析年数:6.3年

良好群の平均透析年数:7.7年

不良群の平均透析年数:3.6年

良好群の平均体重増加率:3.7%

不良群の平均体重増加率:5.9%



アンケー トの結果を良好群と不良群で比較､検討

した｡まず､透析年数でみると､透析年数が5年以

内で40代から50代の患者に不良群が多くみられた｡
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家族が､1日のうち患者本人に接していられる時

間を比較すると良好群では rほとんど-緒｣と答え

たのが60%､不良群では17%で､良好群のほうが

家族と接している時間が多い傾向にあった｡

一日に飲む水分量の測定は､良好群では59%が

測っていると答え.不良群では14%であった｡

体重が増えすぎないための工夫はしていますか

という質問に対しての結果は図2の通りであり､

良好群では患者本人が rできる限りしているJと

答えた人数が家族の回答より上回っていたが､不

良群では家族のほうが上E)っていた｡
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図2体王が増えすぎないための工夫はしているか
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塩分には気をつけていますかという支間では､良

好群では患者本人が ｢できる限り気をつけているJ

という答えが88%に対し､不良群では43%であった｡
これに対して.家族では良好群が rできる限り気を

つけている｣と答えたのは59%で､不良群は71%と
上回った｡

今の体王増加は適当だと思いますかという耳間で

｢はい｣と答えたのは､患者本人は良好群64%､不
良群72%であった｡家族では良好群が41%であるの
に対して不良群では86%と大きく善がでた｡
(図3､4)
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図4今の体王増加は適当だと思いますか

各質問に点数をつけて集計した結果､良好群の｢透

析の関心度｣は平均10.0点で不良群は8.0点と良好
群が上回った｡反対に ｢家族の関わり度｣は良好群

が12.6点､不良群が14.1点で不良群が上回った｡

Ⅳ.考察
慢性疾患の治療の特種として浅野は生涯にわたる

治療､症状と生活のコントロールが必要である｡す

なわち､生活そのものが治療になる2)と述べている｡

今回､アンケー ト結果を分析することにより良好

群と不良群を分けるいくつかの要因が考えられた｡

水分管理が不良な患者は透析年数が5年以内で40

歳から50歳代の比較的若い年代に多く集中してい

た｡年齢が若く休力的に過度な除水に耐えられる為､

過剰な体重増加に対し危機感が薄いのではないかと

考えられる｡実際に ｢一日に飲む水分量の測定をし

ていますかJという質問や r体重が増えすぎないた

めの工夫はしていますかJという質問においても不

良群の患者本人はあまり水分管理を行っていないこ

とが分かる｡

ス トラウスは慢性疾患を有する者の8つの課塩で



痛みの軌跡3)を示している｡透析を導入して間もな

い患者は治療により溢水及び尿寺症に伴う身体的な

苦痛から解放される｡この時期を軌跡に合わせて

4:急性期から5:安定期に移行し始める時期とす

れば､この ｢安定期への移行Jの状態がさらに危機

感を和らげ､自己管理する意欲を低下させる一因に

なっていると考えられる｡

さらに r今の体重増加は適当だと患いますかJの

支間では図3.4が示すように､不良群ではDWの認
鼓に娯解があることが分かった｡透析治療に対して

供った理解をしていた為､行動に結びつかなかった

のかもしれない｡

水分管理不良のもう1つの要田として､家族の関

わり方が大きく影響を及ぼしていた｡良好群では本

人と一緒にいられる時間が長いのに対し関わり度は

低く､逆に不良群では本人と一緒にいられる時間が

少ないが関わり度は高い結果になった｡｢塩分には気

をつけていますか｣という質問や図2をみても不良

群の場合､本人よりも家族が水分管理に配慮してい

ることが分かる｡アンケートの妃述からも良好群は

｢本人がしっかりしているから任せている｣といっ

た内容のものがあった｡不良群では本人が水分管理

に消極的な分､家族の支援が多くなっているのでは

ないかと考えられる｡逆に家族の支援が過ぎて患者

本人が依存してしまっているのかもしれない｡しか

し実際には図4が示すように家族にもDWに対する
随鼓に誤りが在り､結果として水分管理が不良にな

ってしまっていた｡現在患者会などを利用して年に

数回家族を含めた指導を行っているが､一触こ指導

の内容､目的が正確に伝わっていない現状が浮き彫

りになった｡

Ⅴ.結始
1.水分管理が不良な患者は透析年数が5年以内で､

40歳から50歳代に多い｡

2.水分管理が不良な患者は透析の関心度が低く､

家族の関わり度が高い｡両者ともにDWに対して

誤解している割合が高い｡

3.水分管理が不良な患者には家族の関わり方が大

きく影響している｡
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